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　新松戸駅は都心部に向かう通勤の主たる交通路線であり、沿線に広がる商業・娯楽施
設へと向かう常磐線と武蔵野線が交差するターミナル駅でありながら、東西の高低差が
大きい立地上から駅へのアクセスポイントが西側１箇所となり、東側の住宅地は駅に背
を向かれた形になっています。その東側から駅へアクセスするための施設を異なる時間
感覚を持つ２つの施設、止めどなく流れる時間の象徴の駅舎と留まろうとする時間の象
徴の図書館を、微妙に異なるレベルの立体構成、微妙にずれる軸の平面構成により重ね
合わせて、エキナカ空間とエキソト空間が互いの存在を意識しながら結び合う、魅力あ
る提案だと思います。
　「錯綜する」と言いながら既成駅舎や動線に対する遠慮が見え、分断された東西地域の
繋がりや西側からの引き込み動線が十分展開しきれなかったところが残念に思われます。 

  （審査委員：海老原 智子）
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　敷地は千葉県松戸市新松戸
駅の東側駅前。現在都市から
取り残された敷地となってい
る東側一帯だが、松戸市都市
計画道路により今後東側も発
展していくだろう。その第一
歩として駅を取り込んだ複合
施設を計画する。
　スラブの重なり方を操作し
東西、南北をつなぐ交差点の
多様な人々の行きかい交流や
活動する場所を作り可視化さ
せることが重要だと考え、２
つのレベルにあるプラット
ホームのボリュームを生かし、
豊かなレベルの変化を作りだ
した。それぞれの機能を持つ
各プラットホームは、駅を移
動するように行きたいと思う
空間に向かっていく。隣に位
置するプラットホームの異な
る活動が見え隠れし、建築全
体で一つの空間と感じられて
いく。ちょっとした無駄な時
間、通勤通学の時間が普段の
生活になかったものを取り入
れるきっかけをつくりだす。

錯綜するプラットホーム
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余白と仮設の舞台

日本人のための住宅

小さな家族の大きな家

時空の横断　
国立戦争博物館

ヒトとマチの駅　
道から美地へ

受け継がれる石

みせる農業
都市における食農空間の提案

学びの場が外へと広がる小学校および
コミュニティセンターの設計

ある街の表象、再び域をする

名も無き街へ

子育てで繋がるシェアハウス

のりしろ 大学横町

恥ずかしがりやの集合体
〜都市における新しい「下町」的生活のすすめ〜

湧源都市

ARTSCAPE
〜形態と空間から考える公共空間〜

錯綜するプラットフォーム
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■アンケート総数 150
■各語群の項目に記入された数値は、各作品に対する市民アンケートの回答者数の合計を示す。


